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隠
元
禅
師
と
中
日
両
黄
葉
山
の
由
来

唐
の
天
宝
十
二
年

(七
五
三
)
、

鑑
真
和
尚
は
六
十
六
歳
の
高

齢

で
日
本
に
東
渡
し
法
を
弘
あ
、
律
宗
を
起
す
。
九
百
年
後
、
清

の
順
治
十

一
年

(
一
六
五
七
)
、

福
建
の
黄
葉
山
万
福
寺

の
高
僧

隠

元
禅
師
は
、
ま
た
六
十
三
歳
の
高
齢
で
東
渡
し
禅
を
伝
え
、
黄

奨
宗
を
起
す
。
こ
の
二
つ
の
事
は
、
前
後
し
て
光
り
輝
き
、
そ
の

め
ぐ
み
は
万
世
に
及
ぶ
。

隠
元
、
名
は
隆
碕
、
明
神
宗
万
暦
二
十
年

(
一
五
九
二
)
福
建

省
福
清
県
に
生
ま
れ
る
。
父
の
名
は
林
徳
竜
、
母
は
聾
氏
。
三
人

兄
弟
で
、
隠
元
は
三
男
、
も
と
の
名
は
曽
禺
、
字
は
子
房
。
六
歳

の
時
、
父
親
は
楚
に
出
か
け
て
帰

っ
て
来
ず
、

一
家
は
苦
し
み
の

日
々
を
送

っ
た
。
九
歳
郷
里
の
中
峰
社
で
書
を
学
ん
だ
が
、
翌
年

に
は
学
校
を
止
あ
な
く
て
は
な
ら
な
く
、
家
で
兄
を
助
け
て
農
耕

に
従
事
し
、
生
計
を
保

っ
た
。
二
十

一
歳
、
彼
は
母
親
が
彼
の
た

め

に
用
意
し
た
結
婚
資
金
を
旅
費
と
し
、
父
親
を
捜
し
に
出
か
け

た
。
初
め
南
京
の
母
方

の
お
じ
の
家
に
至
り
、
再
び
漸
江

・
寧
波

梵

輝

著

西
尾
賢
隆

訳

に
赴
い
た
が
、
父
親

の
行
方
に
つ
い
て
、
何
ら
知
り
え
な
か

っ
た
。

万
暦
四
十
二
年

(
一
六

一
四
)
、

二
十
三
歳

の
隠
元
は
、

観
音
の

聖
地
普
陀
山
に
至

っ
て
、
こ
の
山
の
風
景
の
静
寂
幽
遽
、
寺
院
の

荘
厳
な
る
を
見
て
、
た
ち
ま
ち
俗
念
が
取
り
払
わ
れ
、
善
根
が
成

熟
し
、
潮
音
洞
に
投
じ
行
者
に
充
て
ら
れ
た
。
こ
の
時
彼
の
心
に

は
出
家

の
念
が
萌
し
た
が
、
老
母
が
家
に
い
る
こ
と
で
ま
だ
果
せ

な
か

っ
た
。
二
年
目
の
三
月
故
郷
に
帰
り
、
母
に
勧
あ
て
仏
を
奉

じ
さ
せ
た
。

こ
れ
か
ら
母
子
と
も
念
仏
持
斎

の
生
活
を
送

っ
た
。

母
親
が
亡
く
な

っ
た
後
に
な
っ
て
、
や
っ
と
隠
元
は
黄
奨
山
に
至

り
鑑
源
興
寿
禅
師
に
従

っ
て
出
家
し
た
。
こ
の
時
彼
は
已
に
二
十

九
歳
で
あ

っ
た
。
出
家

の
後
、
道
を
訪
ね
師
を
尋
ね
、
経
を
聴
き

教
え
を
学
ん
だ
。
彼

の
参
学

の
所
は
、
主
に
漸
江
の
各
名
刹
で
あ

り
、
例
え
ば
嘉
興
県
の
興
善
寺
、
海
塩
県
の
雲
曲
庵
、
峡
石
山
の

碧
雲
寺
、
秦
駐
山
の
積
善
庵
等
で
あ
る
。
参
学
中
に
、
非
常
に
多

く
の
疑
問
を
持

っ
た
。
の
ち
ほ
ど
天
台
山
通
玄
寺
に
第

一
等

の
密
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雲

円
悟
禅
師
が
お
ら
れ
る
と
聞
く
や
、
彼
は
赴
き
拝
見
し
、
疑
問

を
解

こ
う
と
心
を
き
め
た
。
当
時
円
悟
は
金
粟
山
広
慧
寺
に
転
住

し
た
と
こ
ろ
で
、
隠
元
は
そ
こ
に
行
き
彼
に
参
拝
し
た
。
禅
機
も

因
縁
も
ぴ
た
り
と
あ
う
こ
と
か
ら
、
隠
元
は
こ
の
寺
に
留
ま
り
懸

命

に
修
行
し
、
仏
道
を
成
就
し
よ
う
と
決
意
し
た
。

円
悟
は
禅
学
に
見
識
が
あ
り
、
当
時
の
禅
宗
の
大
立
者
で
あ
り
、

盛
名
は
遠
く

へ
伝
わ
り
、
各
地
か
ら
道
を
慕

っ
て
や

っ
て
来
る
僧

徒

は
寛
に
七
百
人
の
多
き
に
達
し
た
。
隠
元
は
円
悟
の
指
導
の
下

で
、
参
禅
し
究
明
に
力
を
尽
し
、
二
年
の
後
の
あ
る
冬
の
日
、
窓

か
ら

一
陳
の
寒
風
が
吹
き
込
ん
だ
と
た
ん
、
心
が
清
涼
と
な
り
、

路
然
と
し
て
悟
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
疑
問
が
泳
釈
し
、
道
行
が
大

い
に
進
ん
だ
。
崇
禎
二
年

(
一
六
二
九
)
安
居
解
制
の
後
、
金
粟

山
に
暇
乞
い
し
、
狭
秋
庵
の
住
持
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
冬
、
ま
た
召

さ
れ
て
金
粟
山
に
帰
り
知
客

の
役
に
つ
く
。

崇
禎
三
年
春
、
円
悟
は
要
請
を
受
け
て
福
建
の
黄
葉
山
万
福
寺

に
至
り
住
持
に
任
ぜ
ら
れ
、
隠
元
も
随
侍
し
て
閾
に
帰
る
。
翌
年

獅
子
岩
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
、
大
い
に
禅
法
を
弘
め
た
。
崇
頑
六

年
十
月
、
円
悟
の
法
嗣
費
隠
通
容
(
一
五
九
三
ー

一
六
六

一
)
が

黄
奨
山
の
住
持
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
、
隠
元
は
西
堂
に
任
ぜ
ら
れ
、

二
人
の
心
が
通
い
あ
い
、
ぴ
た
り
と

一
致
し
た
。
崇
頑
十
年
、
隠

元
は
四
十
三
歳
で
、
正
式
に
費
隠
の
法
嗣
に
な
り
、
こ
の
年
二
月

獅
子
岩
に
帰

っ
た
。
彼
は
黄
葉
山
と
獅
子
岩
の
間
を
往
来
し
、
続

け
て
参
禅
し
教
え
を
究
め
る
こ
と
が
、
前
後

七
年
で
あ

っ
た
。
崇

頑
十
年

一
月

一
日
、
大
衆
の
要
請
を
受
け
入
れ
黄
葉
山
の
住
持
と

な

っ
た
。
隠
元
は
在
職
期
間
中
、
力
を
伽
藍

の
再
建
に
傾
け
る
。

崇
禎
十
三
年
大
雄
宝
殿
を
再
建
し
、
以
前
の
大
殿
を
改
め
て
法
堂

と
為
し
、
あ
わ
せ
て
斎
堂

・
鐘
楼

・
鼓
楼

・
三
門

・
香
積
厨

。
庫

房
等
大
小
三
十
余
の
殿
堂
を
建
設
し
、
黄
奨
山
を
頓
に
規
模
宏
大

な
十
方
叢
林
と
さ
せ
、
四
方
の
仏
教
徒
は
、
噂
を
聞
い
て
や

っ
て

来
た
。
崇
禎
十
五
年
七
月
円
悟
は
天
台
山
通
玄
寺
で
示
寂
し
、
隠

元
は
黄
葉
山
の
建
造
が

一
段
落
告
げ
る
と
い
う
こ
と
で
、
か
く
て

寺
務
を
法
弟

の
亘
信

(行
弥
)
に
委
ね
、
天
童
に
至
り
円
悟

の
墓

塔
を
祭
り
掃
き
清
め
、
あ
わ
せ
て
費
隠
を
見
舞

っ
た
。
嘉
興
の
崇

徳
県
福
厳
寺
で
冬
を
過
す
。
冬
安
居
を
終

っ
た
後
、
翌
年
福
州
に

帰
り
、
長
楽
県
竜
泉
寺
を
重
興
し
た
。
つ
い
で
、
大
衆
の
懇
請
を

受
け
入
れ
、
順
治
三
年

(
一
六
四
六
)
正
月
十
五
日
再
び
黄
藁
の

法
席
を
主
り
、
各
殿
堂
を
再
建
し
、
寺
産
を
増
置
し
て
、

一
百
畝

か
ら
増
し
て
四
百
余
畝
に
し
た
。

こ
の
寺
は
日
本
黄
葉
宗
の
祖
庭
で
あ
り
、
唐
の
貞
元
五
年

(七

八
九
)
に
創
建
さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で

一
千

二
百
年
の
歴
史
が
あ

り
、
禅
宗
六
祖
慧
能

の
法
嗣
正
幹
禅
師
に
よ

っ
て
開
創
さ
れ
た
。

も
と
の
名
は
般
若
堂
、

の
ち
改
め
て
建
徳
禅
寺

・
万
福
寺
と
称
す

る
。
黄
漿
希
運
禅
師

(?
1

八
五
六
)
が
住
持
に
任
ぜ
ら
れ
た

時
、
は
じ
め
て
黄
乗
を
山
名
と
為
す
。
そ
の
後
、
南
…嶽
下
の
恰
山
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瀬
庵

(?
-

八
八
三
)
青
原
下
の
黄
山
月
輪

(八
五
ニ
ー

九

二
五
)
が
前
後
こ
の
山
に
住
持
し
た
こ
と
が
あ
る
。
宋

・
元
代
で

は
興
隆
と
衰
微
を
繰
り
返
し
た
。
明

の
洪
武
二
十
三
年

(
=
二
九

〇
)
大
休
禅
師
に
よ
り
法
堂

・
大
雄
宝
殿

・
天
宝
殿
等
が
改
修
さ

れ
た
。
嘉
靖
三
十
四
年

(
一
五
五
五
)
戦
乱
に
よ
り
寺
が
搬
け
る
。

隆
慶
年
間

(
一
五
六
七
ー

一
五
七
二
)
正
円
禅
師
は
復
興
を
志

し
、
同
時
に
神
宗
に
蔵
経
を
賜
わ
る
よ
う
に
奏
請
し
、
彼
は
北
京

で
八
年
待

っ
た
が
、
ま
だ
果
さ
ず
に
亡
く
な

っ
た
。
そ
の
法
孫
の

鏡
源

・
鑑
源
の
二
人
に
よ
り
遺
志
が
継
承
さ
れ
、
万
暦
四
十
二
年

(
一
六

一
四
)
宰
相
葉
向
高
の
助
け
を
得
て
、
全
蔵
六
七
八
箱
を
手

に
入
れ
、
黄
藁
山
に
運
び
込
ん
だ
。
万
暦
四
十
六
年
鏡
源
、
天
啓

六
年
鑑
源
と
前
後
円
寂
し
た
。
そ
の
後
、
隆
密

・
隆
瑞
が
相
継
い

で
住
持
し
復
興
を
進
め
た
。
崇
頑
三
年

(
一
六
三
〇
)
円
悟
禅
師

が
来
寺
し
、
費
隠

・
隠
元
が
住
持
の
時
に
な

っ
て
後
、
は
じ
め
て

万
福
寺
復
興
の
大
事
業
が
完
成
し
た
。

福
建
の
黄
藁
山
が
轡
然
た
る

一
大
叢
林
と
な

っ
た
の
は
、円
悟

・

費
隠

・
隠
元
の
祖
孫
三
代
の
経
営
増
築
と
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
。

特

に
隠
元
禅
師
は
、
こ
の
山
に
往
来
す
る
こ
と
が
二
十
余
年
で
、

道
風
の
被
る
と
こ
ろ
、
遠
近
を
い
と
わ
ず
帰
依
し
、
ま
た
要
請
に

応
じ
て
日
本
に
赴
き
京
都
の
宇
治
の
新
黄
蘂
を
開
創
し
、
そ
の
う

え
黄
葉
の
宗
風
を
東
隣
に
伝
播
さ
せ
、
い
っ
そ
う
の
輝
か
し
さ
を

加
え
た
。

順
治
九
年

(
一
六
五
二
)
、

日
本
長
崎

の
興
福
寺
第
三
代
住
持

逸
然
と

「唐
三
寺
」

の
檀
越
頴
川
官
兵
衛

・
林
仁
兵
衛

・
頴
川
藤

左
衛
門

・
渤
海
久
兵
衛

・
彰
城
兵
衛

・
張
立
賢

・
何
懲
齢

・
許

鼎

・
程
国
祥

・
高
応
科

・
陳
明
徳
ら
と
が
連
名
で
隠
元
禅
師
に
日

本
に
赴
き
法
を
弘
あ
る
よ
う
招
聰
す
る
。
し

か
し
当
時
費
隠
の
引

き
留
め
に
よ

っ
て
ま
だ
果
せ
な
か

っ
た
。
逸
然
ら
が
ま
た
第
二
回

目

の
懇
請
を
作
し
た
が
、
招
聰
状
を
途
中
で
盗
賊
に
出
あ

っ
て
無

く
し
て
し
ま
い
、
第
二
年
目
に
は
両
函
を
連
作
し
、
僧
を
派
遣
し

て
聞
に
行
か
せ
要
請
し
た
。
隠
元
は
日
本
に
赴
き
法
を
弘
め
る
の

が
仏
教
徒
の
要
務
で
あ
る
と
考
え
、
費
隠
の
同
意
を
求
あ
て
、
か

く
て
こ
の
年
十
二
月

一
日
に
返
信
し
逸
然
ら

に
因
縁
の
成
熟
し
た

こ
と
を
述
べ
、
東
渡
を
決
心
し
た
。

順
治
十

一
年

(
一
六
五
四
)
五
月
十
日
、
隠
元
は
黄
奨
山
で
辞

衆
上
堂
を
行
な
い
、
住
持
職
を
慧
門
如
柿
に
ま
か
せ
る
。
そ
の
日

黄
奨
か
ら
出
発
し
、
六
月
三
日
厘
門
に
到
達
し
、
中
左

(厘
門
)

の
仙
岩
に
滞
在
し
、
便
船
を
待
ち
う
け
た
。

こ
の
年
五
月
抗
清
の

将
師
延
平
郡
王
鄭
成
功
は
、
隠
元
が
東
渡
弘
法
す
る
と
い
う
こ
と

を
聞
い
て
、
賛
同
を
表
わ
し
、
出
資
し
て
援
助
し
、
あ
わ
せ
て
其

の
厘
門
の
堂
兄
鄭
採
ら
に
嘱
し
て
参
謁
さ
せ
た
。
六
月
二
十

一
日

鄭
成
功
の
軍
船

(当
時
、
国
姓
爺
船
と
呼
ん
だ
)
は
慶
門
か
ら
出

発
し
、
隠
元
ら
三
十
人
が
こ
の
船
に
乗
り
東
渡
す
る
。
七
月
五
日

の
晩
に
、
長
崎
に
無
事
に
着
き
、
第
二
日
の
夜
あ
け
、
逸
然
を
初
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め
と
す
る
長
崎

「唐
三
寺
」
の
僧
徒
ら
数
千
人
の
歓
迎
を
受
け
る
。

そ

の
日
の
う
ち
に
東
明
山
興
福
寺
で
開
堂
演
法
し
、
僧
俗
男
女
が

頂
礼
膜
拝
し
、
往
来
が
引
き
続
い
て
絶
え
間
な
く
、

一
時
の
盛
を

極
め

た
。

隠

元
に
従

い
、
東
渡
し
た
も
の
に
は
独
言

(性
聞
)
・
慧
林
(性

機
)

・
大
眉

(性
善
)

・
独
吼

(性
獅
)

・
独
湛

(性
螢
)

・
南

源
(
性
派
)

・
古
石
(性
栄
)

・
惟

一
(道
実
)

・
雪
機
(定
然
)

・

揚
津

・
良
哉

・
良
健

・
良
静

・
独
痴

・
誠
善

・
宗
苑

・
惟
聴

・
慧

満

・
元
福
等
三
十
人
が
あ
る
。
ま
た
携
帯
し
た
も
の
に
大
量
の
経

書

・
名
人
の
書
画

・
雛
刻

・
医
療
及
び
植
物

の
種
子
等
が
あ
る
。

彼
が
持

っ
て
来
た
ふ
じ
豆

・
蓮
花
は
、今
に
至
る
ま
で
「
隠
元
豆
」
、

「黄
藁
蓮
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
煎
茶
と
精
進
料
理
の
方
法

を
伝
え
た
。
こ
の
年
隠
元
は
興
福
寺
で
冬
を
越
し
、
寺
内
に
中
国

僧
三
十
数
人
、
日
本
僧
七
十
数
人
が
い
た
。
第
二
年
目
の
春
、
僧

徒
は
倍
に
増
え
、
こ
の
た
め
外
堂

・
茅
屋
と
三
門
を
建
立
し
、
あ

わ
せ
て
東
明
山
の
額
を
掛
け
た
。
五
月
何
高
材

・
王
引
等
の
懇
請

に
応
じ
て
、
崇
福
寺
に
至
り
経
典
を
講
じ
、
こ
れ
か
ら
興
福
と
崇

福
両
寺
の
間
に
往
来
し
、
講
経
説
法
し
、
大
衆
を
導
い
て
修
禅
し

た
。
隠
元
禅
師
の
よ
う
な
徳
望
が
高
く
深
く
、
そ
の
う
え
禅
定
の

働
き

が
深
い
高
僧
が
日
本
に
来
る
と
、
仏
教
徒
達
は
み
な
こ
の
う

え
な

い
喜
び
を
感
じ
、
彼
を

「古
仏
の
西
来
」
と
い
っ
た
。

こ
の
年
九
月
、
隠
元
は
京
都
妙
心
寺
の
竜
渓

・
仙
寿
寺
禿
翁

・

竜
華
寺
竹
印
ら
日
本

の
名
僧
の
懇
請
に
応
じ

て
、
摂
津
(大
阪
府
)

富
田

(今
の
高
槻
市
)
の
慈
雲
山
普
門
寺
に
至
り
開
堂
演
法
し
、

こ
こ
に
住
す
る
こ
と
五
年
半
で
、
頂
礼
帰
依
す

る
者
は
潮
の
よ
う

に
温
れ
た
。
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
、
幕
府

の
手
配
に
よ
り
、

禅
師
に
見
え
よ
う
と
思
う
も
の
は
ま
ず
当
地

の
寺
院
管
理
所
に
お

い
て
申
請
書
を
提
出
し
た
の
ち
、
は
じ
め
て
普
門
寺
に
入
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
寺
に
集
ま

っ
た
日
本
僧
の
う
ち
二
百
人
だ
け
を

許
し
、
俗
人
の
参
見
す
る
も
の
は
、
ま
た
竜
渓
ら
三
人
の
認
可
を

経
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
時
後
水
尾
天
皇
及
び
京
都
所

司
代
板
倉
重
宗
ら
は
み
な
禅
師
に
帰
依
し
た
。

ち
よ
う
ど
隠
元
が
日
本
に
あ

っ
て
名
声
が
大

い
に
振

っ
た
時
に

あ
た
り
、
福
建
黄
乗
山
の
無
得
海
寧

・
慧
門
如
沽

・
虚
白
性
願
ら

は
書
信
を
よ
こ
し
、
彼
が
早
く
帰
国
し
祖
庭
を
維
持
す
る
よ
う
に

懇
願
し
、
そ
の
伝
法
師
費
隠
も
書
信
を
よ
こ
し
催
促
し
た
。
し
か

し
日
本
の
僧
徒
竜
渓
ら
は
懇
切
に
引
き
留
め
隠
元
は
た
だ
鑑
真
に

な
ら
い
、
日
本
に
留
ま
り
弘
法
す
る
し
か
な
か

っ
た
。

日
本
万
治
元
年

(
一
六
五
八
)
十

一
月

一
日
、
隠
元
は
江
戸
城

で
日
本
の
幕
府
家
綱
将
軍
に
お
目
に
か
＼
っ
た
。
当
時
僧
俗
と
も

禅
師
の
た
め
に
京
都
付
近
で
新
寺
の
計
画
を
な
し
、
進
展
し
は
じ

め
る
。
第
二
年
目
の
五
月
八
日
、
徳
川
第
四
代
将
軍
家
綱
を
檀
越

と
し
、
隠
元
禅
師
を
開
山
と
す
る
黄
奨
山
新
寺
が
正
式
に
建
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
黄
粟
山
万
福
寺
と
名
付

け
、
隠
元
の
報
国
懐
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郷

の
思
い
を
慰
あ
る
。
こ
の
後
、
中
日
の
禅
僧
の
う
ち
で
は
福
建

の
祖
寺
を
古
黄
藁
と
呼
び
、
日
本
の
新
寺
を
新
黄
奨
と
呼
ん
だ
。

新
黄
奨
命
名
の
後
、
ま
た
西
方
丈

・
職
事
寮

・
香
積
厨
等
の
堂

宇
を
増
築
し
、
同
年
閏
八
月
二
十
九
日
晋
山
の
儀
式
を
挙
げ
た
。

十

一
月
四
日
、
隠
元
の
七
十
歳
の
誕
生
日
に
あ
た
り
、
全
山

の
僧

徒
が
斎
会
を
設
け
、
寿
文

・
寿
詩
を
贈
り
、
祝
賀
を
表
し
た
。

新
黄
藁
の
建
造
物
の
第

一
段
階
の
完
成
後
、
仏
像
を
作
り
は
じ

め
る
。
隠
元
が
日
本
に
来
て
の
ち
、
日
本
の
寺
院
の
仏
像
の
容
貌

に
不
満
を
感
じ
た
。
こ
の
時
お
り
よ
く
仏
像
を
こ
し
ら
え
る
中
国

の
名
匠
苑
道
生
が
日
本
に
来
た
の
で
、
隠
元
は
彼
に
宇
治
黄
粟
山

に
来
て
、
新
寺

の
仏
像
を
こ
し
ら
え
て
く
れ
る
よ
う
願

っ
た
。
ま

た
隠
元
の

「
寿
蔵
」
を
建
造
し
、あ
わ
せ
て
西
域
の
木
で

「寿
像
」

一
体
を
離
刻
す
る
。
こ
れ
が
現
在
な
お
開
山
堂
に
奉
安
さ
れ
て
い

る
隠
元
像
で
あ
る
。

寛
文
三
年
、
ま
た
放
生
池
を
開
削
し
た
。
か
く
て
新
寺
の
規
模

は
次
第
に
完
備
し
、
掛
錫
の
僧
徒
も
ま
た
大
い
に
増
加
し
、
冬

の

結
制

(冬
安
居
)
に
は
毎
年
五
百
人
に
近
い
参
加
が
あ
る
。
こ
の

年
冬
の
結
制
中
に
、
黄
漿
山
第

一
回
の
三
壇
大
戒
が
伝
授
さ
れ
、

説
戒
師
隠
元

・
鵜
磨
師
木
庵

・
教
授
師
即
非

・
尊
証
師
大
眉

・
独

吼

・
慧
林

・
独
湛

・
高
泉

・
碧
嵯

・
戒
元

・
竜
渓

・
南
源

・
書
記

暁
堂
で
あ
る
。
こ
の
名
簿
中
、
竜
渓
を
除
い
た
外
は
み
な
中
国
僧

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
以
後
、
黄
奨
山
の
歴
代
住
持
は
、
晋
山
の
後
、

三
、
四
年
の
う
ち
に
、
必
ず
伝
戒
を
行
な
う

の
を
慣
例
と
し
た
。

隠
元
が
黄
奨
の
戒
壇
を
創
始
す
る
際
に
、

一
組
の
伝
戒
を
指
導
す

る
儀
軌
ー

『弘
戒
法
儀
』
を
編
纂
し
た
。

寛
文
四
年
、
隠
元
は
新
寺
の
住
持
職
を
木
庵
に
委
託
し
、
自
身

は
松
隠
堂
に
退
院
し
た
。
木
庵
は
十
七
年
も

の
長
き
に
渡
り
、
住

持
と
な
り
、
黄
漿
山
の
建
造
物
を
継
続
完
成
さ
せ
る
の
に
、
大
い

な
る
貢
献
が
あ
る
。

隠
元
は
黄
葉
で
の
開
法
に
、
仏
教
を
崇
信
す
る
後
水
尾
法
皇
の

懇
ろ
な
御
配
慮
を
受
け
る
。
寛
文
三
年
五
月
、
隠
元
が
後
水
尾
に

禅
要
の
奉
答
を
な
し
た
。
五
年
十
月
、
後
水
尾
は
隠
元
に
香
木
と

金
子
を
下
賜
す
る
。
第
二
年
目
の
六
月
、
ま
た
舎
利
殿
を
建
て
贈

ら
れ
、
寛
文
七
年
に
な
り
落
成
し
た
(
こ
れ

よ
り
後
、
今
日
ま
で
、

後
水
尾
法
皇
の
忌
辰
は
、
い
つ
も
舎
利
殿
で
行
な
わ
れ
る
)
。
寛
文

十
三
年
二
月
、
錦
織
の
大
悲
図
と
香
木
を
賜
わ
る
。
後
水
尾
の
隠

元
禅
師
に
対
す
る
敬
慕
は
こ
こ
に
そ
の

一
班
を
見
て
と
れ
る
。

寛
文
十

一
年
、
隠
元
八
十
歳
、
全
山
の
僧
徒
が
住
持
木
庵
に
上

堂
を
願

い
、
嗣
法
の
門
人
お
よ
び
四
方
の
碩
徳
が
み
な
詩
を
読
み

寿
を
祝

っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
祝
賀
の
詩
文
は

『
黄
奨
開
山
隠
老
和
尚

八
十
寿
章
』
に
編
集
し
、
世
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
年
、
隠
元
は

自
ら
体
力
が
日
に
衰
え
、
生
き
て
い
る
の
も
長
く
な
い
こ
と
を
覚

り
、
十
二
月
八
日

仏
成
道
の
日
に
、
黄
奨
山
の
亀
鑑
と
す
る

た
め
に
、

『遺
嘱
語
井
規
約
』
を
作

っ
た
。

そ
の
前
言
は
十
ケ
条
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か
ら
な
り
、
高
泉
編
修
の

『
隠
元
和
尚
黄
彙
清
規
』
の
な
か
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
黄
藁
山

の
鐘
銘

二
二
門
の
扁
額
を
書
い
た
。

妙
高
峰
等
黄
彙
十
二
景
に
題
詞
を
書
き
、
最
後
の
留
下
の
墨
跡
を

な
し
、
あ
わ
せ
て
身
辺
の
文
献
を
整
理
し
た
。
二
年
目
、
隠
元
八

十

二
歳
、
古
黄
漿
と
諸
護
法
者
に
遺
語
と
詩
偶
を
寄
せ
た
。
四
月

一
日
家
綱
将
軍
に
謝
偶
を
書

い
た
。
後
水
尾
法
皇
は
隠
元
を
封
じ

て
、

「大
光
普
照
国
師
」
と
す
る
。
寛
文
十
三
年

(
一
六
七
三
)

四
月

三
日
、
門
弟
達
の
見
守
る
中
、
濫
然
と
し
て
円
寂
し
た
。
嗣

法

の
門
人
は
無
得
海
寧
等
二
十
三
人
、
う
ち
隠
元
と
日
本
に
到

っ

た
七
人
と
、
日
本
僧
龍
渓
性
潜

・
独
照
性
円

・
独
本
性
源
の
三
人

と
で
、
新
黄
葉
の
法
嗣
は
十
人
で
、
十
大
弟
子
と
称
さ
れ
る
。

隠
元
禅
師
の
著
作
は
、
そ
の
門
人
に
よ
り
記
録
編
纂
さ
れ
て
書

と
な
り
、
あ
わ
せ
て
四
十
余
種
、
百
五
十
数
巻
で
、
各
種
の
刊
本

と
手
抄
本
と
が
あ
り
、
三
百
数
年
来
、
中
日
両
国
で
流
伝
し
替
ら

な

い
。
近
年
日
本
の
学
者
平
久
保
章
は
現
存

の
隠
元
の
全
著
作
を

捜
集
し
、
隠
元
全
集
、
全
十
二
の
巨
冊
を
編
成
し
、

一
九
七
九
年

一
〇
月
東
京
開
明
書
院
か
ら
影
印
発
行
し
た
。
こ
の
書
は
全
面
的

に
隠
元
の
著
作
を
結
集
し
、
そ
の
編
纂
と
出
版
は
、
明
末
清
初
の

際

の
中
日
両
国
の
仏
教

・
禅
宗
史
を
研
究
す
る
の
に
貴
重
な
資
料

を
提
供
し
た
。
ま
た
両
国
仏
教
界
の
文
化
交
流
に
有
益
な
貢
献
を

為
し

た
。

隠

元
禅
師
の
亡
く
な

っ
て
後
、
彼
の
弟
子
達
は
遺
命
を
受
け
継

ぎ
、
黄
彙
の
禅
風
を
し
て
大
に
い
扶
桑
を
扇

が
せ
、
別
に

一
派
黄

漿
宗
を
形
成
し
た
。
し
か
も
黄
葉
山
万
福
寺

の
初
期
の
住
持
も
多

く
は
中
国
か
ら
の
渡
来
僧
に
よ
り
担
わ
れ
た
。

黄
漿
山
万
福
寺
第
二
代
の
住
持
は
隠
元
の
弟

子
木
庵
性
瑠
で
、

彼
は
福
建
晋
江
県
の
人
で
あ
る
。
泉
州
開
元
寺
で
出
家
し
、
か

っ

て
鼓
山
湧
泉
寺
の
永
覚
禅
師
に
従
い
参
学
し
、
の
ち
福
清
黄
葉
山

万
福
寺
の
首
座
に
任
ぜ
ら
れ
、
順
治
十
二
年

(
一
六
五
五
)
東
渡

し
、
日
本
の
寛
文
四
年

(
一
六
六
四
)
、
京
都
黄
藁
山
万
福
寺

の

住
持
を
引
き

つ
ぎ
、
期
間
は
十
七
年
の
長
き

に
達
し
た
。
寛
文
十

年
、
紫
雲
山
瑞
聖
寺
を
創
建
し
、
そ
の
寺
の
開
山
と
な
り
、

の
ち

ま
た
海
福
寺
の
住
持
を
兼
務
し
、
延
宝
八
年
退
院
し
、
貞
亨
元
年

(
一
六
八
四
)
円
寂
し
た
。
世
寿
七
十
四
、

『
語
録
』

『
全
録
』
が

あ
り
世
に
行
な
わ
れ
る
。
隠
元
と
木
庵
が
黄
葉
に
住
持
し
て
い
た

時
、
即
非
禅
師
は
有
用
な
助
手
で
あ
り
、
彼

は
福
建
福
清
県
の
人

で
、
以
前
に
黄
案
山

の
書
記
を
勤
め
た
。
の
ち
福
州
の
雪
峰
に
至

り
参
学
し
、
順
治
十
四
年

(
一
六
五
七
)
東
渡
し
、
第
二
年
の
十

一
月
迎
え
ら
れ
て
長
崎
崇
福
寺
の
中
興
住
持
と
な
り
、
寛
文
三
年

(
一
六
六
三
)
黄
葉
山
に
上
り
法
化
を
助
け
興
し
た
。
木
庵
と
即

非
は
隠
元
下
の
二
甘
露
門
と
称
え
ら
れ
、
当
時
の
人
々
は

「隠
元

の
徳
、
木
庵
の
道
、
即
非
の
禅
」
と
い
っ
た
。
三
人
は
兼
ね
て
詩

文
及
び
書
法
に
通
じ
、
自
ら

一
家
を
成
し
、

現
在
に
至
る
ま
で
中

日
両
国
は
な
お
彼
ら
の
墨
跡
を
宝
蔵
し
て
い
る
。
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第
三
代
住
持
慧
林

(福
清
県
の
人
)
、
第
四
代
独
湛
(蕎
田
代
県

の
人
)
、
第
五
代
高
泉

(福
清
の
人
)
、
第
六
代
千
呆
以
下
悦
山

・

悦
峰

・
霊
源

・
旭
如

・
独
文

・
果
堂
、
十
三
代
竺
庵
に
至
る
ま
で
、

み
な
福
建
東
渡
の
中
国
僧
で
、
第
十
四
代
を
日
本
僧
竜
統
元
棟
と

し
、
十
五
代
と
十
八
代
は
い
ず
れ
も
中
国
僧
大
鵬
の
住
持

(泉
州

の
人
)
で
あ
り
、
第
二
十
代
伯
殉
、
第
二
十

一
代
大
成
も
中
国
僧

で
、
其
の
ほ
か
は
日
本
僧
に
よ
り
住
持
さ
れ
、
現
在
伝
え
て
五
十

六
代
に
至
る
。

日
本

の
黄
乗
宗
は
開
宗
し
て
よ
り
以
来
、
三
百
数
年
が
た
ち
、

宗
風
が
股
盛
し
、
門
徒
が
多
く
な
り
、
日
本
の
各
地
に
お
い
て
、

黄
巣
宗
に
属
す
る
寺
院
は
五
百
数
ケ
寺
に
上
る
。

一
九
七
九
年

一

二
月
、
日
本
黄
葉
宗

の
各
寺
は
宗
議
会
議
長
吉
井
鳩
峰
を
団
長
と

す
る

「
古
黄
乗
拝
塔
友
好
訪
中
団
」
を
結
成
し
、
わ
ざ
わ
ざ
福
建

黄
葉
山
万
福
禅
寺
に
来

て
塔
を
拝
し
祖
師
を
礼
し
た
。
今
年
四
月
、

日
中
友
好
臨
済
黄
奨
協
会
第

一
次

「友
好
之
翼
」
訪
華
団
の
来
臨

が
あ
り
、
中
日
両
黄
案
山
の
香
火
の
因
縁
を
深
め
る
と
同
時
に
、

両
国
人
民
の
伝
統

の
友
誼
を
発
展
さ
せ
る
の
に
み
な
新
た
な
貢
献

を
な
し
た
。

中
日
両
国
仏
教
徒

の
間
の
法
情
友
誼
は
、
遠
く
遡
る
。
祖
師
の

徳

に
思
い
を
は
せ
、
策
励
し
て
こ
こ
に
至
る
。
我
々
は
今
日
さ
ら

に
我
々
の
先
人
が
架
け
た
友
誼
の
橋
を
強
固
に
す
る
た
め
努
め
ね

ば

な
ら
な
い
。

注
ω

「唐
三
寺
」
は

「
三
福
寺
」
と
も

い
い
、
日
本
長
崎
内

に
中
国
僧

に
よ
り
建
て
ら
れ
た
興
福
寺
と
福
済
寺

・
崇
福
寺

と
を
さ
す
。

〔
訳
者
付
記
〕

本
稿

は

一
九

八

一
年
四
月
三
〇
日

に
出
版
さ
れ
た

『
法
音
』

一
九
八

一

年
二
期
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

『法
音
』
は
中

国
仏
教
協
会

の
機
関
誌
で
年

四
回
発
行
さ
れ
て
い
る
。

執
筆
者
紹
介

H

①
専
攻
②
勤
務
先
職
名
③
主
要
論
文
著
作

(最
近
三
年
間
)

金
井
徳
幸

①
宋
代
宗
教
社
会
史
研
究
②
立
正
大
学
文
学
部

(
皿
部
)
講

師
③
宋
代

の
郷
社
と
土
地
神

(「
中
嶋
先
生
古
稀
記
念
論
集
」

一
九

八

〇
年
)
、
宋

代
の
村
社
と
社
神

(
「東
洋
史
研
究
」

三
八
巻
二
号
)。

林

信
明

①
社
会
学
②
花

園
大
学
文
学
部
助
教
授
③

「
児
童
福
祉

の
新

研
究
」
(
共
著
、
永

田
文
昌
堂
、

一
九
八
〇
年
)
。

達
磨
多
羅
論

(
「禅

文
化
研
究

所
紀
要
」

一
二
号
、

P

・
ド

ミ

エ
ヴ
イ

ル
著
)
、
祖
堂
集

の

世
界
(
P

・
ド
ミ

エ
ヴ
イ

ル
著

「花
園
大
学
研
究
紀
要
」

一
二
号
)
、
神

会
語
録

と
チ
ベ

ッ
ト
宗
論

(
P

・
ド

ミ

エ
ヴ
イ

ル
著
、

「
禅
学
研
究

」

六
〇
号
)
。


